　更生支援福祉ネットワーク構築事業　
連続研修　～手をつなぐ先にあるもの～






· 全７回の連続研修のうち、今回は最後の研修⑦のご案内です。
神奈川県は、犯罪をした高齢の方や障がいのある方等を対象とした刑事司法関係機関や神奈川県地域生活定着センター等が行う支援を促進し、再犯防止を推進するために、更生支援に係る福祉ネットワークを構築することとしています。
そこで、ネットワークの構築に向けて、県内の福祉関係者の更生支援に係るスキルアップと理解促進を図ることを目的とした更生支援福祉ネットワーク研修を実施します。更生支援に係る実践を聞き、事例等を共有することで、犯罪をした高齢の方や障がいのある方等への日々の支援や、今後の受入れ準備にご活用ください。




研修⑦　『下関駅放火事件から考える地域での伴走支援とは』

日 時：２０２０年２月１０日（月）１０：００～１６：００（９：３０～受付）
場 所：藤沢市商工会館ミナパーク　３０２・３０３会議室
（JR　藤沢駅北口　徒歩３分）

　内 容：１ 基調講演　１０：００～１２：００                   
            「下関駅放火事件から考える地域での伴走支援とは」
　　　　　（2006年1月に起こった累犯障がい者による放火事件であり、障がいを持つ受刑者や高齢受刑者への更生保護のあり方について再構築をするきっかけとなった。）
講師：奥田　知志　氏
（東八幡キリスト教会 牧師　NPO法人抱樸　理事長）    
　　　  　　２ シンポジウム   １３：００～１６：００                  
[bookmark: _GoBack]　　        「再犯防止に向けた取り組みと課題」
登壇者：片山 睦彦氏（藤沢市福祉健康部部長）
牧野 賢一氏（特定非営利活動法人ＵＣＨＩ理事長）
山下 　康氏（神奈川県地域生活定着支援センター センター長）　
対 象：神奈川県内の市町村、社会福祉協議会、福祉施設・事業所職員等、
更生支援に関心のある方
参加費： 無料      定員：９０名（先着順・事前にお申込みください）
奥田　知志　氏
講師紹介


ホームレスの人の支援を30年以上続ける、東八幡キリスト教会（北九州市）の牧師。NPO法人「抱樸（ほうぼく）」の理事長を務め、ホームレスの人々が路上生活を脱し、自らの足で自立するのを支援。「無縁社会」と呼ばれる深刻な現実の中にあっても、真の「絆」を求め、その必要性を訴え続ける。




主催　神奈川県福祉子どもみらい局福祉部地域福祉課（受託団体：公益社団法人神奈川県社会福祉士会）


2/10研修⑦『下関駅放火事件から考える地域での伴走支援とは』参加申込

申込方法　参加申込書に事業所等所在地の市町村名・所属名・担当者名・連絡先・参加者氏名等をご記入の上、
ファクシミリにてお申し込みください。
申込締切　2020年２月３日(月)
ファクシミリ　０４５－３１７－２０４６
　問合せ先：神奈川県社会福祉士会　℡０４５－３１７－２０４５

【研修会場地図】藤沢市商工会館ミナパーク　３０２・３０３会議室
[image: \\ce50e7\kacswdata\kacsw_data_backup\★★更生支援福祉ネットワーク委託事業\藤沢ミナパーク地図.gif]


















JR東海道線藤沢駅北口から徒歩３分、小田急線藤沢駅から徒歩４分、江ノ島電鉄藤沢駅から徒歩５分
参加申込書



市町村名　　　　　　　　所属名　　　　　　　　　　　　　　　担当者名　　　　　　　　　　　
連絡先（電話番号）　　　　　　　　　　（メールアドレス）　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	参加者
	所属名
	職名・資格
	氏　名

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	



※定員を超えた場合のみ個別に連絡いたします。連絡がなければ受講決定ですので、当日直接
会場へお越しください。
image1.gif




